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下
本
作
）
（
図
1

)

は
、
三
十
六
図
の
倣
古
図
を
貼
り
交
ぜ
た
六
曲
双
の
屏

風
で
あ
る
。
本
作
に
関
す
る
言
及
と
し
て
は
河
田
昌
之
氏
の
作
品
解
説
が
あ
る

が
、
一
図
ず
つ
を
詳
細
に
検
討
し
た
先
行
研
究
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で

は
各
図
の
図
様
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
、
具
体
的
に
分
析
を
行
う
。
ま
ず
、
第

は
、
基
本
的
な
作
品
情
報
に
つ
い
て
触
れ
、
各
図
に
つ
い
て
詳
細
を
述

べ
る
。
そ
の
う
え
で
、
本
作
と
先
行
作
例
を
比
較
す
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
第

章
で
本
作
全
体
の
特
徴
を
検
討
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ

が
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
の
か
考
察
す
る
。

一
、
作
品
概
要

ま
ず
は
本
作
の
概
要
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
本
作
は
各
隻
縦
七
十
九
．

0
セ

狩
野
融
川
寛
信
「
古
画
写
貼
交
屏
風
」
（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
、
以

は
じ
め
に

研
究
ノ
ー
ト倣

古
図
研
究

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
江
戸
狩
野
派

狩
野
探
幽
狩
野
常
信
狩
野
寛
信

狩
野
寛
信

の
倣
古
図
様
式

「
古
画
写
貼
交
屏
風
」

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

八
八
四
）

は
浜
町
狩
野
家
第
四
代

）
の
次
男
で
、
長
男
が
早
世
し
た
た
め
、

（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
）

宋
元
を
中
心
と
す
る
中
国
人
画
家
一

一
扇
に
三
図
ず
つ
貼
ら
れ
て
い
る
。
本
作
の
裏
側
中
央
に
は
、
菊
や
朝
顔
な
ど

の
草
花
が
描
か
れ
た
金
地
の
草
花
図
（
図
2

)

が
あ
る
。
こ
の
草
花
図
の
制
作

者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
図
様
や
表
現
が
江
戸
時
代
の
通
有
の
も
の
で
あ
る
た
め
、

様
式
的
に
推
定
で
き
る
だ
け
の
材
料
が
乏
し
い
。
仮
に
裏
側
も
寛
信
が
描
い
て

い
た
場
合
、
本
作
は
当
初
か
ら
屏
風
装
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、

々
画
帖
に
貼
ら
れ
て
い
た
も
の
を
屏
風
装
に
仕
立
て
直
し
た
可
能
性
も
捨
て

き
れ
ず
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

(

3

)

 

絵
師
の
狩
野
融
川
寛
信
（
一
七
七
八
ー
一
八

の
狩
野
閑
川
昆
信
（

寛
政
四
年
（
一
七
九

七
四
七
ー
九

に
刊
行
さ
れ
た
竹
本
石
亭

の
表
現
に
対
し
て
老
中
が
変
更
を
命
じ
、
そ
れ
に
納
得
し
な
か
っ

）
に
父
の
跡
を
継
い
だ
。
明
治
十
七
年
（

に
よ
れ
ば
、
寛
信
が
制
作
し
た
作
品

宅
途
中
の
駕
籠
の
中
で
切
腹
し
た
と
い
い
、
「
腹
切
融
川
」
と
呼
ば
れ
る
。
さ

二
名
と
日
本
人
画
家
三
名
に
倣
う
図
が

四
四
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
六
曲
一
双
の
作
品
で
、

佳
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一
図
「
倣
土
佐
光
信
法

土
佐
光
信
に
倣
っ
た
図
。
本
図
に
は
、
狩
野
常
信
・
狩
野
探
信
守
政
「
雑
画
帖
」

（
個
人
蔵
）
の
う
ち
常
信
「
小
野
小
町
図
」
に
描
か
れ
る
小
町
と
同
じ
姿
態
の

女
が
描
か
れ
、
さ
ら
に
、
波
や
桜
の
木
、
花
び
ら
が
散
る
様
子
な
ど
が
一
致
す

る
こ
と
か
ら
、
常
信
の
図
を
縦
長
の
画
面
に
改
め
た
も
の
が
本
図
で
あ
る
と
推

小
野
小
町
図
」
は
室
町
時
代
後
期
に
活
躍
し
た

存
在
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

訟
六口

山
水
図
」
（
図
3

)

は
、
南
宋
元
初
の
画
家
・
牧
硲

は
短
冊
形
を
除
け
ば
お
お
よ
そ
二
十
ー
ニ
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
四
方
に
収
ま

以
外
は
全
て
「
寛
信
」
で
、
印
章
は
「
狩
埜
」
朱
文
瓢
印
を
押
す
も

の
が
十
六
図
、
「
寛
」
朱
文
方
印
を
押
す
も
の
が
二
十
図
あ
る
。
本
作
の
各
図

る
ほ
ど
の
大
き
さ
だ
が
、
細
か
い
描
写
が
特
徴
で
あ
る
。
以
下
、
各
図
の
図
様

に
つ
い
て
見
て
い
く
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
の
番
号
は
右
隻
か
ら
左
隻
、
上

か
ら
下
に
降
る
よ
う
に
設
定
し
て
い
る
。

第
一
図
「
蹄
牧
硲
法

に
倣
っ
た
図
。
本
図
と
全
く
同
じ
図
様
の
作
例
は
見
出
せ
な
い
が
、
描
か
れ
て

い
る
舟
の
モ
チ
ー
フ
は
、
牧
硲
に
倣
う
図
に
散
見
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
画
面
半
分
に
岸
辺
が
あ
り
、
遠
景
に
山
が
あ
る
と
い
う
点
で
は
狩
野
常
信

「
学
古
帖
」
（
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
フ
レ
ー
リ
ン
美
術
館
、
以
下
常
信
C
本
）
の
「
牧

山
水
図
」
（
図
4

)

と
類
似
し
、
近
似
す
る
図
様
の
倣
古
図
が
い
く
つ
か

ら
に
、
深
川
木
場
に
高
楼
を
建
て
豪
遊
し
た
と
い
う
逸
話
も
残
る
。
代
表
作
と

し
て
は
狩
野
伊
川
院
栄
信
（
一
七
七
五
ー
八
二
八
）
と
合
作
し
た
「
天
女
図
」

（
静
岡
浅
間
神
社
大
拝
殿
天
井
画
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

本
作
は
各
図
に
落
款
印
章
が
記
さ
れ
て
い
る
。
落
款
は
第
二
十
九
図
の
「
藤

洞
庭
秋
月
図
」
（
図
7

)

は
第
一
図
と
同
じ
く
牧
硲
に

測
で
き
る
。
こ
の
小
町
の
姿
態
は
、
狩
野
探
幽
「
学
古
図
帖
」
（
個
人
蔵
、
以

下
探
幽
G
本
）
の
「
粟
田
法
眼
流

洞
庭

花
宴
図
」
の
建
物
内
に
も
見
ら
れ
、

(

5

)

 

の
モ
チ
ー
フ
を
取
り
出
し
合
成
し
て
描
く
常
信
の
倣
古
図
制
作
の
手
法
に
よ
っ

て
、
常
信
の
図
が
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
狩
野
大
学
氏
信
の
「
官

女
図
」
（
日
照
軒
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
に
描
か
れ
る
水
辺
に
仔
み
扇
を
か
ざ
す
仕

第
三
図
「
慣
閻
次
平
朧

の
図
な
ど
の
構
図
を
用
い
た
こ
と
が
指

山
水
図
」
は
南
宋
の
画
家
・
閻
次
平
に
倣
っ
た
図
。

閻
次
平
に
倣
っ
た
山
水
図
に
は
多
様
な
図
様
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
大
半
は
画

面
半
分
に
山
水
を
描
き
、
も
う
半
分
に
海
と
舟
を
描
く
構
図
を
用
い
る
。
そ
れ

ら
の
モ
チ
ー
フ
は
本
図
に
も
描
か
れ
る
が
、
舟
が
陸
地
の
近
く
に
配
置
さ
れ
る

点
、
舟
に
帆
柱
が
あ
る
点
が
他
作
例
と
異
な
る
。

類
似
す
る
作
例
と
し
て
、
箱
書
き
に
夏
珪
画
を
写
し
た
と
あ
る
「
山
水
図
（
探

（
京
都
国
立
博
物
館
、
台
帳
番
号
A
甲
二
七
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

第
四
図
「
臨
王
若
水
罷
花
鳥
図
」
（
図
5

)

は
元
代
後
期
の
画
家
・
王
淵

に
倣
っ
た
図
。
同
図
様
は
見
出
せ
な
い
が
、
鳥
の
羽
の
広
げ
方
は
狩
野
常
信
「
流

書
手
鑑
」
（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
、
以
下
常
信
B
本
）
の
「
倣
王
若
水
筆

花
鳥
図
」
（
図
6

)

と
類
似
し
、
さ
ら
に
鳥
が
と
ま
る
植
物
の
表
現
も
近

似
し
て
い
る
。

第
五
図
「
牧
硲
粛

倣
っ
た
図
。
構
図
が
類
似
す
る
作
例
に
は
、
狩
野
常
信
「
洞
庭
秋
月
図
」
（
個

人
蔵
）
（
図
8

)

や
狩
野
養
信
「
倣
古
図
」
（
大
英
博
物
館
）
の
「
牧
硲

秋
月
図
」
が
あ
る
。
常
信
の
作
品
は
、
本
図
の
原
本
で
も
あ
る
牧
硲
「
洞
庭
秋

幽
縮
図
）

草
で
海
の
方
を
眺
め
る
人
物
は
、

摘
さ
れ
て
い
が

一
方
、
こ
の
二
点
が
本
作
と

．
 部
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が
類
似
す
る

方
で
、
六
角
形
の
形
状
に
合
わ
せ
た
た
め
か
、
探
幽
G
本
な
ど

図
と
同
様
に
器
に
果
物
を
盛
っ
た
図
は
、
探
幽
G
本
の

鷹
図
」
は
、
北
宋
第
八
代
の
皇
帝
・
徽
宗
に
倣
っ

た
図
。
本
図
は
探
幽
G
本
の
「
描
徽
宗
体

白
鷲
図
」
と
鷹
の
姿
態
や
岩
の
形

桃
図
」
は
北
宋
の
画
家

「
徽
宗
皇
帝
法

篭
藻
魚
図
」
は
同
画
題
の
作
例
だ
が
、
図
様
は
一
致
し
な
い
。

作
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、
図
様
は
一
致
し
な
い
。

の

っ
た
図
。
探
幽
G
本
の
「
友
清
法
眼
体

猫
に
菊
図
」
は
室
町
時
代
後
期
の
狩
野
派
の
祖
・
狩
野

菊
に
猫
図
」
が
同
画
題
の

野
安
信

常
信

「
祐
清
風

探
幽
「
鳥
獣
戯
画
等
絵
巻
（
魚
類
図
）

一
致
し
な
い
。

で
挙
げ
た
探
幽
と
常
信
に
よ
る
二
図
は
ど
ち
ら
も
横
長
の
画
面
で
あ
り
、
本
図

で
は
そ
れ
を
縦
長
の
構
図
に
変
更
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
図
で
は
常
信
の
図
様

を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
倣
っ
た
中
国
画
家
を
変
更
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

芦
雁
図
」
は
南
宋
末
期
の
画
家
・
羅
窓
に
倣
っ
た
図
。

芦
雁
図
」
な
ど
が
あ
る
が
、

同
画
題
の
作
例
に
は
常
信

B
本
の
「
倣
羅
窓
筆
意

第
八
図
「
倣
羅
窓
法

美
術
館
）
の
「
東
破
筆
意

の
限
り
同
図
様
の
も
の
は
見
出
せ
な
い
。

な
ど
同
画
題
の
作
例
は
あ
る
が
、

狩
野
惟
信

墨
竹
図
」
は
北
宋
の
文
人

っ
た
図
。

太
公
望
図
」
（
図
1

0

)

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ

「
馬
公
顕
風

及
其
家
書
画
器
物
展
観
入
札
目
録
』
大
正
七
年
[
-
九
一
八
]
十
二
月
七
日
）

や
常
信
B
本
の
「
倣
李
唐
筆
意

っ
た
図
。
類
似
図
様
と
し
て
は
、
探
幽
「
太
公
望
図
」
（
『
冷
泉
子
爵
家

太
公
望
図
」
（
図
9

)

は
南
宋
前
期
の
画
家
・
馬
公

月
下
吹
笛
図
」
は
南
宋
中
期
の
画
家

つ

と
同
様
で
あ
る
。

の
も
の
は
見
出
せ
て
い
な
い
。

紅
白
芙
蓉

（
静
岡
県
立
美
術
館
、
以
下

な
ど
が
あ
る
が
、

月
図
」
（
徳
川
美
術
館
）
と
同
じ
図
様
を
描
い
て
お
り
、
寛
信
は
本
図
の
六
角

形
の
形
状
に
合
う
よ
う
に
常
信
「
洞
庭
秋
月
図
」
な
ど
の
図
様
を
変
更
し
た
と

推
測
さ
れ
る
。

紅
白
芙
蓉
図
」
は
南
宋
前
期
の
画
家
・
李
迪
に
倣
っ
た

図
。
原
本
の
李
迪
「
紅
白
芙
蓉
図
」
（
東
京
国
立
博
物
館
）
で
二
幅
に
描
か
れ

図
に
ま
と
め
る
構
成
は
、
探
幽
G
本
の
「
臨
李
迪
法

た
図
。
同
画
題
と
し
て
は
、
探
幽
G
本
の

や
常

第
十
一
図
「
倣
舜
挙
筆
意

「
和
漢
流
書
手
鑑
」
（
個
人
蔵
、
以
下
常
信
G
本
）

蜀
葵
図
」
、
狩
野
栄
信
・

栄
信
養
信
本
）

「
（
倣
銭
選
）

第
十
二
図
「
依
馬
遠
勢

た
図
。
本
図
に
類
似
す
る
作
例
に
は
、
常
信
G
本
の

笛
図
」
が
あ
る
。
本
図
に
描
か
れ
る
舟
上
の
左
側
の
人
物
の
う
ち
笛
を
吹
く
男

性
は
、
第
十
八
図
の
図
様
に
見
ら
れ
る
人
物
を
引
用
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

二
図
「
倣
東
破
薗

常
信

B
本
の
「
倣
東
破
筆
意

第
十
四
図
「
習
頼
庵
法

の

藻
魚
図
」
は
元
代
の
画
家
で
、

し
た
頼
庵
に
倣
っ
た
図
。
胴
を
捻
る
特
徴
的
な
ポ
ー
ズ
を
と
っ

第
十
五
図
「
趙
昌
筆
意

（
京
都
国
立
博
物
館
）
の
一
図
や
、

「
花
鳥
人
物
図
画
帖
」

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
の
安
信
「
藻
魚
図
」
に
も
描
か
れ
て
い
る
。

黄
蜀
葵
図
」
は
宋
末
元
初
の
画
家

に
描
か
れ
る
旭
日
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

つ
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花
籠
図
」
は
、
李
迪
に
倣
っ
た
図
。
花
籠
を
描
く
倣

第
十
七
図
「
依
王
元
章
薗

常
信
B
本
の
「
倣
補
之
筆
意

第
十
八
図
「
臨
馬
遠
勢

た
図
。
常
信
C
本
の
「
馬
遠

第
十
九
図
「
学
信
賓
風

第
二
十
図
「
李
迪
朧

柿
本
人
麿
像
」
は
、
鎌
倉
時
代
の
画
家
・
藤
原
信

の
図
を
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

月
下
移

月
下
吹
笛
図
」
は
第
十
二
図
と
同
じ
く
馬
遠
に
倣
っ

は
一
致
し
な
い
。

同
図
様
の
作
例
は
見
出
せ
て
い
な
い
。

第
十
六
図
「
依
王
若
水
風
花
鳥
図
」
は
第
四
図
と
同
様
、
王
淵
に
倣
っ
た

た
図
は
確
認
で
き
ず
、
珍
し
い
図
で
あ
る
。

昌
筆
意
果
物
図
」
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
図
の
よ
う
に
桃
だ
け
を
描
い

図
」
や
常
信
B
本
の
「
倣
趙
昌
筆
意

果
物
図
」
、
惟
信
「
倣
古
名
画
巻
」
の
「
趙

図
。
本
図
は
第
二
十
四
図
に
描
か
れ
た
鳥
の
姿
態
や
花
の
種
類
と
は
異
な
り
、

墨
梅
図
」
は
元
代
の
画
家
・
王
冤
に
倣
っ
た
図
。

墨
梅
図
」
な
ど
同
画
題
作
例
は
あ
る
が
、
図
様

月
下
吹
笛
図
」
や
養
信
「
馬
遠
原
本

肛
図
（
模
写
）
」
（
東
京
国
立
博
物
館
）
は
本
図
と
ほ
ぽ
同
じ
図
様
で
、
こ
れ
ら

実
に
倣
っ
た
図
。
人
麿
像
は
倣
古
図
に
よ
く
描
か
れ
て
お
り
、
同
図
様
に
は
探

柿
本
人
麿
像
」
や
常
信
G
本
の
「
倣
土
佐
筆
意

幽
G
本
の
「
認
信
真
箪
跡

柿
本
人
麿
像
」
、
狩
野
典
信
・
狩
野
惟
信
「
名
所
図
帖
」
（
個
人
蔵
）
の
典
信
「
柿

本
人
麿
図
」
な
ど
が
あ
る
。
常
信
G
本
が
土
佐
に
倣
っ
た
と
す
る
の
に
対
し
、

寛
信
は
探
幽
G
本
と
同
じ
く
信
実
に
倣
っ
た
と
す
る
の
は
興
味
深
い
。
な
お
、

徳
島
藩
で
活
躍
し
た
矢
野
伊
章
栄
雅
（
？
ー
一
八
四
0

)

に
よ
る
「
柿
本
人
麿

像
」
は
、
倣
古
図
の
図
様
が
本
画
に
利
用
さ
れ
た
例
で
、
同
図
様
を
縦
長
の
画

面
に
変
更
し
て
い
る
。

古
図
は
散
見
さ
れ
る
が
、
李
迪
で
は
な
く
銭
選
に
倣
っ
た
図
が
多
く
、
本
作
に

も
銭
選
に
倣
っ
た
図
（
第
三
十
三
図
）
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
本
図
と
籠
の
形
が

類
似
す
る
作
例
と
し
て
、
常
信
B
本
の
「
倣
舜
挙
筆
意
花
籠
図
」
や
、
常
信
・

探
信
守
政
「
雑
画
帖
」
の
う
ち
常
信
「
花
籠
図
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

図
」
や
常
信
B
本
の
「
倣
檀
之
瑞
筆
意

得
意
と
し
た
檀
芝
瑞
に
倣
っ
た
図
。
本
図
の
図
様
は
、
倣
古
図
で
最
も
人
気
の

(

8

)

 

あ
る
図
様
の
う
ち
の
―
つ
で
あ
り
、
沢
山
の
作
例
が
あ
る
。
本
図
と
全
く
同
じ

図
様
の
も
の
は
確
認
で
き
な
い
が
、
探
幽
G
本
の
「
尋
檀
芝
瑞
風
水
辺
叢
竹

水
辺
叢
竹
図
」
、
常
信
G
本
の
「
倣

檀
芝
瑞
筆
意

図
「
尋
檀
芝
瑞
跡

第
二
十
二
図
「
依
夏
明
遠
識

常
信

B
本
の
「
倣
夏
明
遠
筆
意

楼
閣
山
水
図
」
（
図
1

1

)

は
、
元
代
の
画
家
・

夏
永
に
倣
っ
た
図
。
同
図
様
に
は
探
幽
G
本
の
「
夏
明
遠
画
様
楼
閣
山
水
図
」
、

楼
閣
山
水
図
」
（
図
1

2

)

が
あ
る
。
な
お
、

栄
信
養
信
本
の
養
信
「
（
倣
夏
永
）
楼
閣
山
水
図
」
（
図
1

3

)

と
な
る
伝
夏
永
「
楼
閣
山
水
図
」
（
東
京
国
立
博
物
館
）

(

9

)

 

し
た
も
の
も
存
在
す
る
。

第
二
十
三
図
「
雪
窓
筆
意

唐
人
馬
図
」
（
図
1

4

)

は
、
元
代
の
画
家
で

墨
蘭
図
」
は
、
元
代
の
禅
僧
画
家
・
雪
窓
に
倣
っ

た
図
。
本
図
と
同
図
様
の
作
例
は
見
出
せ
な
い
が
、
狩
野
栄
信
「
雪
窓
原
本

蘭
竹
図
（
模
本
）
」
（
東
京
国
立
博
物
館
）
は
縦
長
の
画
面
に
長
く
蘭
を
伸
ば
す

点
が
共
通
す
る
。

第
二
十
四
図
「
准
月
山
画
法

馬
の
絵
で
有
名
で
あ
っ
た
任
仁
発
に
倣
っ
た
図
。
原
画
は
任
仁
発
「
九
馬
図
巻
」

（
泰
定
元
年
[
三
二
四
『
ネ
ル
ソ
ン
ア
ト
キ
ン
ス
美
術
館
）
で
あ
る
o

本
図

第
二
十

水
辺
叢
竹
図
」
な
ど
が
類
似
す
る
。

の
よ
う
に
、
典
拠

の
図
様
を
忠
実
に
写

水
辺
叢
竹
図
」
は
、
元
代
の
画
家
で
墨
竹
を
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一
十
六
図
「
郭
煕
粛

I

牧
童
図
」
に

牧
牛
図
」
（
図
1

7

)

は
、
唐
代
の
画
家
で
牛
の
図

の
は
確
認
で
き
な
い
。

花
籠
図
」
は
、
銭
選
に
倣
っ
た
図
。
本
図
の
籠

の
姿
態
は
探
幽
・
安
信
・
常
信
・
益
信
「
倣
古
名
画
巻
」
（
個
人
蔵
）
の
常
信
「
（
倣

一
十
五
図
「
呂
紀
風
孔
雀
図
」
は
、
明
代
中
期
の
画
家
・
呂
紀
に
倣
っ

た
図
。
倣
古
図
に
は
本
図
と
同
図
様
の
も
の
は
見
出
せ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

反
転
さ
せ
た
も
の
と
類
似
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
呂
紀
の
作
品
に
倣
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。

牡
丹
図
」
は
、
北
宋
の
画
家
・
郭
煕
に
倣
っ
た
図
。

同
図
様
の
作
例
に
は
、
栄
信
養
信
本
の
栄
信
「
（
倣
郭
煕
）
牡
丹
図
」
や
、
惟

牡
丹
図
」
な
ど
が
あ
る
。

「
倣
古
名
画
巻
」
の
「
郭
煕
筆
意

一
十
七
図
「
追
胡
直
夫
勢

に
倣
っ
た
図
。
胡
直
夫
は
日
本
に
伝
承
作
品
が
数
点
伝
存
す
る
も
の
の
、
中
国

で
は
逸
名
の
画
家
で
あ
る
。
本
図
は
舟
の
上
で
居
眠
り
を
す
る
人
物
を
描
く
が
、

画
題
は
不
明
で
あ
る
。
類
似
図
様
に
は
常
信
C
本
の
「
胡
直
夫

舟
乗
禅
師
図
」
が
あ
る
。
常
信
に
よ
る
ニ

や
常
信
B
本
の
「
倣
胡
直
夫
筆
意

図
は
酷
似
し
て
お
り
、
本
図
と
は
人
物
の
向
き
が
異
な
る
。

第
二
十
八
図
「
載
嵩
粛

舟
乗
禅
師
図
」

を
得
意
と
し
た
載
嵩
に
倣
っ
た
図
。
本
図
も
倣
古
図
に
度
々
描
か
れ
る
人
気
の

画
題
だ
が
、
よ
く
用
い
ら
れ
る
の
は
探
幽
G
本
の
「
学
倣
載
嵩

見
ら
れ
る
童
子
が
馬
の
背
に
乗
る
図
様
で
あ
る
。
本
図
の
よ
う
に
童
子
が
牛
の

頭
を
蹴
る
図
様
は
珍
し
く
、
同
図
様
は
管
見
の
限
り
常
信
B
本
の
「
倣
載
嵩
筆

牧
牛
図
」
（
図
1

8

)

の
み
で
あ
る
。
本
図
と
常
信
B
本
の
図
は
、
画
面
手

舟
乗
禅
師
図
」
は
、
元
代
の
画
家
・
胡
直
夫

前
の
岸
の
形
も
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
者
は
後
者
の
図
様
を
円
形
に
切

り
取
っ
た
画
面
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

第
二
十
九
図
「
李
安
忠
識

李
安
忠
に
よ
る
図
。
狩
野
探
幽
「
臨
画
帖
」
（
個
人
蔵
）

鶉
図
」
を
始
め
、
惟
信
「
倣
古
名
画
巻
」
の
「
李
安
忠
筆

同
じ
図
様
の
作
例
が
多
く
制
作
さ
れ
て
い
る
。
本
図
の
図
様
は
そ
れ
ら
と
類
似

す
る
が
、
他
作
例
に
描
か
れ
る
鶉
の
後
ろ
の
草
花
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

一
十
図
「
追
疱
安
仁
風

を
得
意
と
し
た
疱
安
仁
に
倣
っ
た
図
。
本
図
は
画
面
下
部
に
蓮
の
葉
と
亀
を
、

画
面
上
部
に
小
魚
が
泳
ぐ
様
子
を
描
く
。
同
図
様
は
見
出
せ
な
い
が
、

常
信
C
本
の
「
落
安
仁

一
図
「
劉
俊
風

唐
子
遊
図
」
は
、
明
代
前
期
の
画
家
・
劉
俊
に
倣
っ

た
図
。
同
図
様
の
作
例
は
確
認
で
き
な
い
が
、
狩
野
探
幽
「
唐
人
物
図
巻
（
探

(

1

0

)

 

幽
縮
図
）
」
（
個
人
蔵
）
な
ど
に
類
似
図
様
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
二
図
「
松
田
風

松
田
に
倣
っ
た
栗
鼠
図
は
探
幽
G
本
の
「
准
用
田
画
制

栗
鼠
図
」
な
ど
複
数
の
作
例
が
あ
る
が
、
本
図
と
同
図
様
の
も

本
の
「
用
田

一
十
三
図
「
描
舜
挙
法

栗
鼠
図
」
は
、
元
代
の
画
家
・
松
田
に
倣
っ
た
図
。

魚
な
ど
を
引
用
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

疱
安
仁
流

藻
魚
図
」
に
描
か
れ
る
小

蓮
亀
図
」
と
類
似
す
る
。
本
図
の
画
面
上
部
は
お
そ
ら
く
探
幽
G
本
の

や
惟
信

の

の
図
様
の
原
本
は
伝
疱
安
仁

鶉
図
」
は
、
北
宋
初
期
か
ら
南
宋
初
期
の
画
家
・

藻
魚
図
」
や
、
常
信
C
本
の

の

(
M
I
H
O
M
U
S
E
U
M
)
 で、

栗
鼠
図
」
や
常
信

c

は
、
南
宋
末
期
の
画
家
で
、
藻
魚
図

「
杏
花
孔
雀
図
」
（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
）

の
孔
雀
の
姿
態
は
本
図
を

月
山
）
人
馬
図
」
（
図
1

6

)

を
反
転
し
た
も
の
と
同
一
で
あ
る
。

の
馬
の
姿
態
は
常
信

B
本
の
「
倣
月
山
筆
意
人
馬
図
」
（
図
1

5

)

と
、
人
物

鶉
図
」
な
ど
ほ
ぼ
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確
認
で
き
な
い
。

で
も
、
墨
梅
図
、
花
籠
図
は
同
じ
画
題
で
二
図
ず
つ
描
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

十
四
図
「
慣
徐
煕
粛

は
第
二
十
図
と
は
形
が
異
な
っ
て
お
り
、
珍
し
い
図
様
で
あ
る
。

蓮
鷺
図
」
（
図
1

9

)

は
、
五
代
十
国
の
南
唐
の

芦
鷺
図
」
（
図

画
家
・
徐
煕
に
倣
っ
た
図
。
蓮
鷺
図
は
探
幽
G
本
の
「
慕
徐
煕
風

2

0

)

を
始
め
、
多
数
の
作
例
が
残
る
人
気
の
画
題
で
あ
る
。
本
図
は
探
幽
G
本

の
図
に
描
か
れ
る
三
羽
の
鷺
の
う
ち
一
羽
を
取
り
出
し
た
も
の
。
第
二
図
で
述

べ
た
よ
う
に
、
基
本
図
様
の
モ
チ
ー
フ
を
分
解
・
合
成
す
る
こ
と
で
バ
リ
エ
ー

(

1

1

)

 

シ
ョ
ン
を
制
作
す
る
手
法
を
常
信
が
用
い
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

本
図
は
常
信
が
こ
の
手
法
を
用
い
て
制
作
し
た
常
信

B
本
の
「
倣
徐
煕
筆
意

第
三
十
五
図
「
促
楊
補
之
法

墨
梅
図
」
は
、
南
宋
の
画
家
・
楊
補
之
に
倣
っ

た
図
。
同
じ
く
楊
補
之
に
倣
っ
た
墨
梅
図
と
し
て
は
狩
野
探
幽
「
倣
古
画
図
巻
」

（
宮
崎
県
立
美
術
館
）

補
之
筆
意

の
「
謄
楊
補
之
痕

墨
梅
図
」
、
常
信
C
本
の
「
補
之

そ
れ
ぞ
れ
枝
の
曲
が
り
方
や
花
の
描
法
が
異
な
り
、
同
図
様
は
見
出
せ
な
い
。

二
、
本
作
の
特
徴

墨
梅
図
」
や
、
常
信
B
本
の
「
倣

墨
梅
図
」
な
ど
が
あ
る
も
の
の
、

た
山
水
図
。
狩
野
安
信
「
倣
古
名
画
巻
」
（
個
人
蔵
）
の
「
学
大
年
法

な
ど
趙
令
穣
に
倣
っ
た
山
水
図
は
散
見
さ
れ
る
が
、
本
図
と
同
図
様
の
も
の
は

山
水
図
」
は
、
北
宋
の
画
家
・
趙
令
穣
に
倣
っ

山
水
図
」

前
章
で
は
、
本
作
の
各
図
に
つ
い
て
画
題
と
図
様
の
典
拠
に
注
目
し
、
分
析

し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
本
章
で
は
本
作
の
特
徴
を
考
察
す
る
。
以
下
で
は
、

三
つ
の
観
点
に
焦
点
を
あ
て
本
作
の
特
徴
を
述
べ
る
。

河
田
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
本
作
は
各
図
の
形
状
が
六
角
形
や
八
角
形
、

円
形
な
ど
様
々
で
あ
る
こ
と
が
ま
ず
は
注
目
さ
れ
る
。
多
く
の
倣
古
図
は
画
巻

や
画
帖
の
形
式
に
仕
立
て
ら
れ
、
各
図
の
形
状
は
統
一
さ
れ
て
お
り
、
本
作
を

含
め
、
異
な
る
形
状
の
図
を
貼
り
合
わ
せ
る
倣
古
図
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。

例
え
ば
、
画
帖
や
画
巻
に
様
々
な
形
状
の
倣
古
図
を
貼
り
交
ぜ
た
常
信
C
本
や

惟
信
「
倣
古
名
画
巻
」
が
寛
信
以
前
の
作
品
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
寛
信
よ
り

後
に
は
、
狩
野
中
信
「
倣
古
図
」
（
大
英
博
物
館
）
や
養
信
「
倣
古
図
」
な
ど
、

異
な
る
形
状
の
倣
古
図
を
一
幅
の
掛
軸
と
し
た
作
品
も
見
受
け
ら
れ
る
。
様
々

な
形
状
の
図
を
貼
り
合
わ
せ
た
倣
古
図
の
中
で
、
画
帖
や
画
巻
な
ど
に
仕
立
て

図
を
と
り
合
わ
せ
て
描
き
こ
む
中
信
「
倣
古
図
」
や
養
信
「
倣
古
図
」
に
至
る

過
渡
期
の
様
相
を
示
す
作
品
と
し
て
、
本
作
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
ら
れ
る
。

題
が
重
複
す
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
牧
硲
、
馬
遠
、
王
淵
に
倣
っ
た
図
は
二
図

ず
つ
あ
る
が
、
同
様
の
画
題
を
描
い
て
お
り
、
異
な
る
中
国
画
家
に
倣
っ
た
図

墨
梅
を
描
い
た
図
は
王
晃
と
楊
補
之
に
倣
っ
た
図
（
第
十
七
図
、

一
十
五
図
）

が
あ
る
が
、
第
十
七
図
は
短
冊
形
の
図
に
上
か
ら
枝
を
垂
ら
す
梅
を
描
き
、
花

び
ら
が
風
に
舞
う
様
子
を
表
す
の
に
対
し
て
、
第
三
十
五
図
は
円
形
の
図
に
下

か
ら
力
強
く
生
え
る
梅
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
牧
硲
に
倣
っ
た
二
図
（
第
一

図
、
第
五
図
）
は
画
題
が
異
な
る
も
の
の
モ
チ
ー
フ
は
類
似
し
て
お
り
、
図
の

第
三
十
六
図
「
臨
拳
大
年
需

ま
た
、
貼
り
交
ぜ
ら
れ
た
図
の
う
ち
、
寛
信
が
倣
っ
た
画
家
や
描
か
れ
た
画

ら
れ
た
常
信
C
本
や
「
倣
古
名
画
巻
」
か
ら
、
同
一
画
面
に
様
々
な
形
の
倣
古

蓮
鷺
図
」
（
図
2

1

)

を
参
照
し
て
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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し
た
。
そ

第 せ

二
、

フ
の

図
を

せ

の
で
、

の

で
あ
っ
た
狩
野
随
川
客
信
（
一
六
六
ニ
ー

こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
寛
信
が
当
主
を
務
め
た
浜
町
狩
野
家

の
倣
古
図
様
式
を
参
照
し
つ
つ
自
ら
の
倣
古

の
分
析
を
行
い
、
倣
古
図
と
し
て
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

同
じ
方
法
で
制
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
図
が
本
作
の
第
二
十
四
図
、

い
制
作
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
制
作
の

の
常
信
B
本
の
図
は
、
探
幽

G
本
の
図
を
も
と
に
モ
チ
ー

一
十
八
図
は
常
信
の
図
の
構
図
を
本
作
の
図
の
形
状
に

の
図
の
全
体
あ
る
い
は
一
部
を
用
い
た
も

明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

覧
表
に
則
っ
て

0
二
四

大
学
共

印
章
を
記

よ
ヽ
つ
に
、

の
倣
古
図
と
同
図
ま
た
は
類
似
す
る
図
が
多
い
。
例
え

い
る
と
考
え
ら
れ
る
点
を
挙
げ
た
い
。
前
章
で
述
べ
た

そ
し
て
、

て
、
本
作
の

で
あ
る
。
こ
の
四
点
の
例
か
ら
も
寛
信
が
常
信
の
倣
古

だ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
第

で
あ
る
。
両
図
は
常
信
が
制
作
し
た
一

し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
寛
信
は
図
様
だ
け
で
な
く
常
信
が
用
い
て
い
た
制
作

つ
の
倣
古
図
の
図
像
を
合
成

の
倣
古
図
か
ら

の

つ
つ
、

て
い
た
こ
と
を
端
的
に
示
す
事
例
と
考
え
ら
れ
る
。

の
図
と
類
似
す
る
こ
と
も
、
寛
信
が
各
図
の
形
状
に
合
わ

作
は
、

て
構
図
を
変
え
た
結
果
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
短
冊
形
の
第
七
図

一
七

0
八
）
を
初
代
と
し
て
お
り
、

る
。
今
後
、

＋エ

-I—-E (

l

)

本
稿
最
終
頁
に
表
を
掲
載
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
に
つ
い

し
た
。

(

2

)

河
田
昌
之
、
狩
野
寛
信
「
古
画
写
貼
交
屏
風
」
作
品
解
説
（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美

術
館
編
『
増
訂
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
品
選
集
』
一
九
九

0
年）。

(

3

)

寛
信
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

•
久
良
亮
「
ハ
ラ
キ
リ
融
川
」
（
『
美
術
之
日
本
』
第
三
ー
五
号
、
一
九
―
一
年
）
。

•
田
中
敏
雄
「
静
岡
浅
間
神
社
の
障
壁
画
ー
狩
野
栄
信
憑
寛
信
ー
」
（
『
日
本
美
術
工

芸
』
第
六
四
八
号
、
一
九
九
二
年
）
。

•
野
田
麻
美
、
狩
野
寛
信
画
家
解
説
、
同
氏
編
『
幕
末
狩
野
派
展
』
図
録
（
静
岡

県
立
美
術
館
、
二

0
一
八
年
）
。

•
野
田
麻
美
「
巨
大
組
織
・
江
戸
狩
野
派
の
二
五

0
年
ー
奥
絵
師
と
表
絵
師
に
関
す

る
諸
問
題
」
（
同
氏
編
『
忘
れ
ら
れ
た
江
戸
絵
画
史
の
本
流
ー
江
戸
狩
野
派
の

二
五

0
年
』
展
図
録
、
静
岡
県
立
美
術
館
、
―

-
0
ニ
―
年
）
。

・
門
脇
む
つ
み
「
甲
子
大
黒
天
信
仰
と
遊
び
戯
れ
る
六
十
五
人
の
大
黒
天
」

一
本
松
狩
野
家
資
料
に
関
す
る
画
題
の
国
際
化
の
た
め
の
基
盤
研
究
」
編
集

画
像
を
読
み
解
く
ー
麻
布
一
本
松
狩
野
家
資
料
へ
の
多
角
的
ア
プ
ロ
ー
一

同
利
用
機
関
法
人
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
発
行
、

年）。

(

4

)

以
後
、
常
信
C
本
な
ど
の
略
称
は
、
下
記
論
文
掲
載
の
関
連
作
品

）
と
、
さ
ら
に

つ

て
い
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画
史
の
本
流
』
。

(

7

)

矢
野
伊
章
栄
雅
は
徳
島
藩
に
使
え
た
矢
野
家
の
四
代
目
を
継
い
だ
人
物
で
あ
る
。
文

化
六
年
(
-
八

0
九
）
か
ら
木
挽
町
狩
野
家
第
八
代
の
狩
野
伊
川
院
栄
信
に
師
事
し

て
お
り
、
「
伊
」
と
「
栄
」
の
字
を
拝
領
し
て
い
る
。
栄
雅
と
彼
の
「
柿
本
人
麿
像
」

に
つ
い
て
は
、
徳
島
県
立
博
物
館
編
「
徳
島
藩
絵
師
の
す
が
お
ー
伝
え
ら
れ
た
絵
手

本
や
写
し
か
ら
ー
」
展
図
録
（
徳
島
県
立
博
物
館
、
二

0
一
六
年
）
を
参
照
。

(

8

)

野
田
氏
、
前
掲
「
江
戸
狩
野
派
の
〈
倣
古
図
〉
を
め
ぐ
る
一
考
察
」
を
参
照
。

(

9

)

野
田
麻
美
、
狩
野
伊
川
院
栄
信
・
狩
野
晴
川
院
養
信
「
唐
画
流
書
手
鑑
」
作
品
解
説
、

同
氏
編
『
江
戸
狩
野
派
の
古
典
学
習
—
そ
の
基
盤
と
広
が
り
』
展
図
録
（
静
岡
県
立

美
術
館
、
二

0
ニ
―
年
）
。

(

1

0

)

薮
本
荘
五
郎
『
探
幽
縮
図
』
（
文
人
画
研
究
所
、

を
参
照
。

(

1

1

)

註
(

5

)

参
照
。

(

1

2

)

野
田
氏
、
前
掲
「
巨
大
組
織
・
江
戸
狩
野
派
の

【
図
版
出
典
】

・
図

1
こ
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
編
『
増
訂

選
集
』
九
九

0
年。

和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館

五
0
年
」
を
参
照
。

蔵
品

一
九
八
六
年
）
の
六
十
四
頁
の
図

表
記
す
る
。
一
覧
表
に
略
称
の
記
載
が
な
い
場
合
は
筆
者
に
よ
る
。

野
田
麻
美
「
江
戸
狩
野
派
の
〈
倣
古
図
〉
を
め
ぐ
る
一
考
察
ー
狩
野
探
幽
筆
『
学
古

図
帖
』
を
中
心
に
」
同
氏
編
『
徳
川
の
平
和
ー
ニ
五

0
年
の
美
と
叡
智
』
展
図
録
、

静
岡
県
立
美
術
館
、
二

0
一
六
年
。

(

5

)

野
田
氏
は
基
本
図
様
を
も
と
に
、
モ
チ
ー
フ
を
分
解
、
合
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
様
々

な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
作
る
傾
向
が
常
信
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
野
田
氏
、

前
掲
「
江
戸
狩
野
派
の
〈
倣
古
図
〉
を
め
ぐ
る
一
考
察
」
を
参
照
。

(

6

)

野
田
麻
美
、
狩
野
大
学
氏
信
「
官
女
図
」
作
品
解
説
、
前
掲
『
忘
れ
ら
れ
た
江
戸
絵

二年0面¥ 三年Qi 年二三0 千種隻ホ

1
0
ニ

・
図

2
、
3
、
5
、
7
、
8
、
9
、
1

1

、
14
、
17
、
19
益
平
者
撮
影

・
図
4
：
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
フ
レ
ー
リ
ン
美
術
館

(
ht
t
p
s://collect
i
o
n
.
m
u
s
e
u
m
.
vi
rg
i
n
i
a
.
e
d
u
/
o
bj

e
ct
s'1
/
i
n
f
o
?
q
u
e
r
y
1
1
mf
s
%
2
5
 

2
0
a
n
y
%
2
5
2
0
%
2
5
2
2
K
a
n
o
%
2
5
2
2
&
p
a
g
e11l) 

・
図
6

、
1

0

、
1

2

、
15
、
18
、
21
：
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

(
ht
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
m
et
m
u
s
e
u
m
.
o
rg
/
a
rt
/collect
i
o
n
/
s
e
a
r
c
h
/
7
4
4
6
2
)
 

・
図
13
ニ
野
田
麻
美
編
『
江
戸
狩
野
派
の
古
典
学
習
ー
そ
の
基
盤
と
広
が
り
』
展
図
録
、

静

岡

県

立

美

術

館

、

年

。

・
図
16
、
20

i
野
田
麻
美
編
『
徳
川
の
平
和
ー
ニ
五

0
年
の
美
と
叡
智
』
展
図
録
、
静
岡

県
立
美
術
館
、

0
一
六
年
。
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本作の図様一覧

No. 倣った 画題 材質技法 寸法 各図の形状 印章

画家名 （縦x横）

1牧硲 山水図 絹本黒画 20.7 X 19.4 四角形 「狩埜」朱文瓢印

2土佐光信 小野小町図 絹本著色 33.1 X 8.0 短冊形 「寛」朱文方印

3 閻次平 山水図 絹本墨画淡彩 19.3 X 27.9 団扇形 「寛」朱文方印

4王淵 花鳥図 絹本著色 21.1 X 28.8 角の欠けた長方形 「狩埜」朱文瓢印

5牧硲 洞庭秋月図 絹本墨画 24.4 X 21.2 六角形 「寛」朱文方印

6李迪 紅白芙蓉図 絹本著色 22.4 X 22.4 円形 「寛」朱文方印

7馬公顕 太公望図 絹本著色 33.0x8.0 短冊形 「狩埜」朱文瓢印

口羅窓 芦雁図 絹本墨画 19.4X28.0 団扇形 「寛」朱文方印

狩野正信 猫に菊図 絹本著色 22.6 X 22.5 八角形 「寛」朱文方印

10 徽宗 鷹図 絹本著色 24.4 X 21.1 六角形 「狩埜」朱文瓢印

1 1 銭選 黄蜀葵図 絹本著色 20.6 X 19.4 四角形 「狩埜」朱文瓢印

12 馬遠 月下吹笛図 絹本墨画 21.1 X 28.9 角の欠けた長方形 「寛」朱文方印

13 蘇試 墨竹図 絹本墨画 22.5 X 22.5 八角形 「狩埜」朱文瓢印

14 頼庵 藻魚図 絹本墨画淡彩 22.4 X 22.4 円形 「寛」朱文方印

15 趙昌 桃図 絹本著色 " 3 X 21.1 六角形 「寛」朱文方印

疇瓢：
19.5 X 28.0 団扇形 「寛」朱文方印

32.8 X 7.9 短冊形 「狩埜」朱文瓢印

20.6 X 19.4 四角形 「狩埜」朱文瓢印

21.1 X 28.7 角の欠けた長方形 「狩埜」朱文瓢印

22.5 x22.9 八角形 「狩埜」朱文瓢印

21 檀芝瑞 水辺叢竹図 絹本墨画 20.8 X 19.3 四角形 「狩埜」朱文瓢印

22 夏永 楼閣山水図 絹ロー タタ.vX 22.5 円形 「寛」朱文方印

23 弓三怨、Cヽ 墨蘭図 絹本墨画 33.0x8.0 短冊形 「狩埜」朱文瓢印

24 任仁発 唐人馬図 絹本著色 24.3 X 21.0 六角形 「寛」朱文方印

25 呂紀 孔雀図 絹本著色 19.5 X 28.1 団扇形 「寛」朱文方印

26 郭煕 牡丹図 絹本著色 20.7X 19.3 四角形 「狩埜」朱文瓢印

27 胡直夫 舟乗禅師図 絹本墨画 22.5 X 22.4 八角形 「寛」朱文方印

28 載嵩 牧牛図

屈
22.5 X22.5 円形 「寛」朱文方印

29 李安忠 鶉図 21.0x 28.7 角の欠けた長方形 「狩埜」朱文瓢印

30 落安仁 蓮亀図 32.9 X 7.9 短冊形 「寛」朱文方印

31 劉俊 唐子遊図 絹本著色 22.5 X 22.5 八角形 「寛」朱文方印

32 松田 栗鼠図 絹本墨画 24.3 X 21.1 六角形 「寛」朱文方印

33 銭選 花籠図 絹本著色 19.5 X 28.0 団扇形 「狩埜」朱文瓢印

34 徐煕 蓮鷺図 絹本著色 20.8 X 19.3 四角形 「狩埜」朱文瓢印

35 楊補之 墨梅図 絹本墨画 22.4 X 22.4 円形 「寛」朱文方印

36 趙令穣 山水図 絹本墨画淡彩 21.1 X 28.7 角の欠けた長方形 「寛」朱文方印

※表に記載した略称・記号の意味は以下の通り。

常信 B本＝常信「流書手鑑」（メトロポリタン美術館）

常信 C本＝常信「学古帖」（ヴァージニア大学フレーリン美術館）

常信 E本＝探幽・安信・常信・益信「倣古名画巻」（個人蔵）のうち常信が制作した巻

常信 G本＝常信「和漢流書手鑑」（個人蔵）

常信探信本＝常信・探信守政「雑画帖」（個人蔵）

●＝常信「洞庭秋月図」（個人蔵） （原本は牧硲「洞庭秋月図」［徳川美術館］）

＊＝一部のモチーフのみ類似するもの

＃＝画題のみ類似するもの

類似図様倣古の図
常信の

常信 C本＊

常信探信本＊

常信 B本＊． 
常信 B本

信 B本＃

常信 G本＃

常信 G本

常信 B本＃

常信 C本＃

常信 B本＃

常信 C本

常信 G本

常信 B本＊

常信探信本＊

常信 B本

常信 G本

常信 B本

常信 B本＊

常信 E本＊

常信 B本

常信 C本

常信 B本

常信 C本＊

常信 C本＃

常信 B本

常信 C本＃

※本稿で述べた常信からの影響関係を明示するために、類似する倣古図のうち常信によるもののみを記入した。
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図 1 狩野寛信「古画写貼交屏風」（和泉市久保惣記念美術館）

図2 狩野寛信「古画写貼交屏風」（左隻裏側） （和泉市久保惣記念美術館）
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図3 狩野寛信「蹄牧硲法 山水図」（「古画写貼交屏風」〔和泉市

のうち）

図4 狩野常信「牧硲

美術館〕のうち） cTheFralin Museum of Art University of Virginia 
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図5 狩野寛信「臨王若水麓 花鳥図」（「古画写貼交屏風」〔和泉市久保惣記念美術館〕のうち）

図6 狩野常信「倣王若水筆意花鳥図」（「流書手鑑」〔メトロポリタン美術館〕のうち）
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図7 狩野寛信「牧硲雷 洞庭秋月図」（「古画写貼交屏風」

のうち）

図8 狩野常信「洞庭秋月図」（個人蔵）
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図10 狩野常信「倣李唐筆意 太公望図」（「流書手鑑」〔メトロポリタ

ン美術館〕のうち）

図 11 狩野寛信「依夏明遠欝 楼閣山水図」（「古画写貼交屏風」〔和泉

市久保惣記念美術館〕のうち）
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図9 狩野寛信「馬公顕風

太公望図」（「古画写

貼交屏風」〔和泉市

久保惣記念美術館〕

のうち）



図 12 狩野常信「倣夏明遠筆意 楼閣山水図」（「流書手鑑」〔メトロポリタ

「（倣夏永）楼閣山水図」

〔静岡県立美術館〕のうち）
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図14 狩野寛信「准月山画法唐人馬図」（「古画写貼交屏風」

〔和泉市久保惣記念美術館〕のうち）

図 15 狩野常信「倣月山筆意 人馬図」（「流書手鑑」〔メトロポリタン美術館〕のうち）
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図 16 狩野常信「（倣月山）人馬図」（狩野探幽•安信・常信・益信「倣古名画巻」〔個人蔵〕のうち）
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図 18 狩野常信「倣載嵩筆意 牧牛図」（「流書手鑑」〔メトロポリタン美術館〕のうち）

狩野寛信「慣徐熙書蓮鷺図」（「古画写貼交屏風」〔和泉

市久保惣記念美術館〕のうち）
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図20 狩野探幽「慕徐熙風芦鷺図」（「学古図帖」〔個人蔵〕のうち）
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